
安曇野市公民館報第37号（平成 29年 7月）（1）

　

5
月
21

日
（
日
）

午
後
2
時

か
ら
豊
科

公
民
館

大
ホ
ー
ル

で
安
曇
野

市
公
民
館

大
会
が
開

催
さ
れ
約

３
０
０
人

が
参
加
し

た
。

　

公
民
館

は
市
民
の

日
常
生
活

に
最
も
近
い
生
涯
学
習
の
場
で
あ
り
、

一
人
一
人
が
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め

に
、
生
涯
学
習
社
会
の
充
実
が
不
可
欠

で
あ
る
。
本
大
会
は
地
域
づ
く
り
に
お

け
る
公
民
館
の
あ
り
方
を
研
究
協
議

し
、
公
民
館
活
動
の
発
展
を
推
進
す
る

目
的
で
開
催
さ
れ
た
。
開
会
式
で
は
公

民
館
活
動
推
進
功
労
者
表
彰
と
地
区
公

民
館
報
表
彰
が
行
わ
れ
た
。
受
賞
者
及

び
受
賞
し
た
公
民
館
は
次
の
と
お
り
。

公
民
館
活
動
推
進
功
労
者
（
敬
称
略
）

　

▼
元
潮
沢
地
区
公
民
館
長　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
木　

幸
三

　

▼
元
大
口
沢
地
区
公
民
館
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

望
月　

逸
郎

　

▼
前
殿
村
地
区
公
民
館
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
井　

基
之

地
区
公
民
館
報
受
賞

　

▼
最
優
秀
賞　
　

豊
里
地
区
公
民
館

　

▼
優
秀
賞　
　
　

野
沢
地
区
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　

柏
原
地
区
公
民
館

　

講
演
は
脚
本
・
演
出
家
で
あ
り

森
の
宿
林
り
ん
館
館
長
の
丸
田
勉

さ
ん
が
「
群
が
り
づ
く
り
～
や
っ

ち
ゃ
え
！
公
民
館
～
」と
題
し
て
、

ご
自
身
の
体
験
さ
れ
て
き
た
数
々

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
ユ
ー
モ
ア
た

っ
ぷ
り
に
話
さ
れ
た
。
ま
た
、
小

川
村
公
民
館
で
実
践
し
て
い
る

「
音
楽
と
お
酒
を
楽
し
む
会
」
に

つ
い
て
、
映
像
を
交
え
な
が
ら
話

さ
れ
た
。

　

公
民
館
講
座
の
概
念
で
は
思
い

つ
か
な
い
活
動
も
「
や
っ
て
み
よ

う
」
と
い
う
住
民
パ
ワ
ー
を
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
今
後
の

公
民
館
活
動
の
参
考
と
な
る
講
演

と
な
っ
た
。

　

地
域
づ
く
り
に
お
け
る
公
民
館

の
あ
り
方
を
研
究
協
議
す
る
と
と

も
に
、「
と
も
に
学
び
あ
う
場
・

ふ
れ
あ
う
場
」
と
し
て
の
公
民
館

を
再
確
認
し
、
公
民
館
活
動
の
発

展
を
推
進
す
る
大
会
と
な
っ
た
。

市歌斉唱

受賞者の皆さん

　

事
例
発
表
で

は
、
野
沢
地
区

公
民
館（
三
郷
）

の
樋
口
眞
さ
ん

が
「
ど
う
せ
や

る
な
ら
楽
し
く

前
向
き
に
！
」
と
、
年
度
ご
と
の

公
民
館
役
員
が
そ
れ
ぞ
れ
事
業
を

考
え
実
施
し
て
い
る
様
々
な
活
動

を
紹
介
し
た
。
公
民
館
活
動
は
地

域
福
祉
の
基
礎
で
あ
り
実
践
の
場

で
あ
る
と
と
も
に
住
民
同
士
の
つ

な
が
り
を
深
め
る
役
割
が
あ
る
と

語
っ
た
。

そ
の
中
で
「
地
域
」
と
は
…

　
「
ち
」
近
く
の
人
と

　
「
い
」
息
の
長
い

　
「
き
」
絆
づ
く
り

ま
た
「
福
祉
」
と
は
…

　
「
ふ
」
普
段
の

　
「
く
」
暮
ら
し
の

　
「
し
」
幸
せ

と
、
定
義
し
て
い
た
。
役
員
が
楽

し
み
な
が
ら
、
公
民
館
活
動
を
す

す
め
る
こ
と
が
生
涯
学
習
や
地
域

福
祉
の
推
進
を
は
か
り
、
何
か
あ

っ
た
時
に
も
「
顔
の
見
え
る
関
係

性
」
で
課
題
を
解
決
で
き
る
。
本

年
度
は
野
沢
地
区
が
出
来
て
62

年
。
20
年
、
40
年
の
時
に
も
出
し

た
「
二
十
年
の
あ
ゆ
み
」「
四
十

年
の
あ
ゆ
み
」
に
つ
づ
き
、「
六
十

年
の
あ
ゆ
み
」
発
行
を
目
指
す
そ

う
だ
。
ま
す
ま
す
元
気
で
明
る
い

地
区
に
な
る
だ
ろ
う
。

どうせやるなら楽しく前向きに！

群がりづくり～やっちゃえ！公民館～

事例発表
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会
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潮
沢
地
区
公
民
館
は
、
明
科
地
域
の

北
東
に
位
置
し
、
国
道
４
０
３
号
線

と
潮
沢
川
に
沿
っ
て
約
7
㌔
の
奥
行

に
13
常
会
が
分
布
す
る
。
東
筑
摩
郡

生
坂
村
と
筑
北
村
、
松
本
市
四
賀
に

隣
接
し
た
山
間
地
域
で
、
昭
和
26
年

（
１
９
５
１
）
頃
に
は
戸
数
３
６
２
戸
、

人
口
１
８
０
１
人
だ
っ
た
が
、
現
在
で

は
戸
数
１
３
３
戸
、
人
口
３
２
８
人
に

ま
で
大
き
く
減
少
し
た
小
規
模
な
地
区

で
あ
る
。

　

戦
国
時
代
に
は
平
家
の
落
人
が
棲
み

つ
い
た
地
区
で
も
あ
り
、
30
を
数
え
る

山
城
が
散
在
し
た
歴
史
も
あ
る
。
ま
た

石
仏
も
豊
富
で
あ
る
。

　

地
区
公
民
館
行
事
と
し
て
、夏
祭
り
、

東
川
手
4
地
区
（
潮
北
・
潮
南
・
木
戸

生
野
・
潮
沢
）
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
、

人
権
講
話
、
敬
老
会
、
し
め
縄
作
り
講

習
会
、
そ
の
他
明
科
公
民
館
主
催
の
ア

ヤ
メ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
市
民
運
動
会
、

あ
や
め
杯
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
マ
ッ
チ
な
ど

に
も
参
加
し
、
こ
れ
ら
の
機
会
を
通
し

て
住
民
同
士
の
交
流
と
親
睦
の
輪
を
広

げ
て
い
る
。

　

地
区
内
に
Ｊ
Ｒ
の
廃
線
敷
や
け
や
き

の
森
を
有
し
て
お
り
、
県
内
外
か
ら
観

光
バ
ス
で
多
く
の
人
達
が
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
な
ど
の
癒
し
の
場
と
し
て
来
域
し
、

春
か
ら
秋
ま
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い

る
。
そ
の
「
け
や
き
の
森
自
然
園
」
一

帯
を
利
用
さ
せ
て
も
ら
っ
て
の
夏
祭
り

に
は
、
関
東
か
ら
夏
休
み
中
の
子
ど
も

た
ち
一
行
が
近
傍
に
宿
泊
参
加
し
て
、

地
区
の
人
た
ち
と
の
盆
踊
り
や
役
員
の

作
っ
た
料
理
を
口
に
す
る
な
ど
し
て
、

楽
し
い
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
た
。

そ
の
よ
う
な
事
が
何
年
も
続
い
た
。

　

し
め

縄
作
り

講
習
会

は
、
地

区
の
方

に
講
師

を
お
願

い
し
、

育
成
会

の
子
ど

も
た
ち

も
参
加

し
て
和

や
か
な

雰
囲
気

で
行
わ

れ
、
伝
統
継
承
や
情
報
交
換
の
場
に
な

っ
て
い
る
。

　

高
齢
化
社
会
が
憂
慮
さ
れ
る
昨
今
。

当
地
区
も
各
種
行
事
へ
の
参
加
者
集
め

や
役
員
会
の
実
施
に
苦
慮
す
る
こ
と
も

多
々
あ
り
、
地
区
の
人
々
に
理
解
と
協

力
を
求
め
つ
つ
、
さ
ら
に
、
い
ろ
い
ろ

模
索
し
、
新
た
な
る
地
区
活
性
化
を
目

指
し
た
い
。（

公
民
館
長
・
小
林
公
緒

主
事
・
小
林
公
男
）

地
区
公
民
館
だ
よ
り

潮
沢
地
区
公
民
館（
明
科
）

　

曹
洞
宗
、
穂
高
山
宗
徳
寺
は
、
Ｊ
Ｒ

穂
高
駅
よ
り
南
西
約
１
㌔
の
田
園
地
帯

に
あ
り
、
近
く
に
は
穂
高
南
小
学
校
が

あ
る
。 

　

宗
徳
寺
の
開
創
は
、
天
正
2
年

（
１
５
７
４
）
に
仁
科
盛
棟
を
開
基
と

な
し
、
大
町
市
の
霊
松
寺
、
十
三
世
林

山
茂
道
大
和
尚
を
中
興
開
山
と
し
て
、

本
尊
で
あ
る
十
一
面
千
手
観
世
音
を
安

置
し
て
供
養
し
奉
っ
た
こ
と
か
ら
始
ま

っ
た
と
い
う
。

　

そ
れ
か
ら
後
、
幾
度
か
の
隆
盛
、
荒

廃
を
重
ね
て
き
た
。
明
治
維
新
の
神
仏

分
離
令
に
基
づ
い
た
廃
仏
毀
釈
運
動
に

よ
り
、
仏
像
を
始
め
、
絵
巻
、
書
伝
、

宝
物
等
は
お
ろ
か
立
木
に
至
る
ま
で
こ

と
ご
と
く
他
に
搬
出
や
売
却
さ
れ
、
諸

堂
伽
藍
を
も
壊
さ
れ
寺
領
は
没
収
さ
れ

た
。
寺
跡
は
明
治
9
年
（
１
８
７
６
）

今
の
小
学
校
に
あ
た
る
穂
高
美
学
校
と

し
て
利
用
さ
れ
、
田
畑
は
民
有
地
と

な
り
廃
寺
と
な
っ
た
が
、
十
五
世
大

機
良
道
和
尚
が
檀
信
徒
と
と
も
に
県

令
へ
再
興
願
い
を
届
け
、
明
治
17
年

（
１
８
８
４
）
再
興
を
果
た
し
た
。

　

当
時
は
庫
裡
に
仏
様
を
安
置
す
る
と

こ
ろ
か
ら
出
発
し
、
本
堂
、
鐘
楼
な
ど

は
そ
の
後
の
住
職
・
檀
信
徒
の
尽
力
よ

り
建
立
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
だ
。
本
尊

は
、
廃
仏
毀
釈
の
際
に
他
に
本
寺
で
あ

る
霊
松
寺
に
預
け
ら
れ
、
再
興
の
時
に

再
び
安
置
す
る
こ
と
が
か
な
っ
た
。
制

作
年
代
は
定
か
で
は
な
い
が
、
室
町
末

期
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
観
音

は
一
切
の
衆
生
を
救
い
、
利
益
を
与
え

る
に
は
、
普
通
の
姿
で
は
威
力
が
少
な

い
た
め
、
頭
部
に
11
の
顔
を
表
し
、
手

が
千
本
の
変
化
観
音
と
し
て
救
済
の
範

囲
が
広
大
な
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　

旧
本
堂
は
豊
科
の
日
光
寺
の
本
堂
を

移
築
し
た
も
の
だ
っ
た
が
老
朽
化
が
進

み
、
平
成
23
年
に
新
し
く
本
堂
、
山
門
、

諸
堂
が
建
立
さ
れ
た
。
本
尊
の
よ
う
に

幾
多
の
苦
難
に
も
耐
え
、
幾
多
の
人
の

手
に
よ
る
尽
力
で
宗
徳
寺
は
法
燈
を
受

け
継
ぐ
こ
と
が
で
き
て
い
る
。

�
穂
高
山
宗
徳
寺

　
　
　
　
　
　（
穂
高
・
本
郷
）

古
き
を
尋
ね
て

しめ縄作り講習会

十一面千手観世音
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煎
茶
道
と
は
、
茶
道
の
ひ
と
つ
、
急

須
等
を
用
い
て
煎
茶
や
玉
露
な
ど
の
茶

葉
に
湯
を
注
い
で
飲
む
形
式
を
と
る
。

抹
茶
と
異
な
り
日
常
生
活
の
ご
く
平
凡

な
ひ
と
こ
ま
に
登
場
す
る
お
茶
で
あ
る

か
ら
、
し
き
た
り
や
形
式
的
な
こ
と
は

ニ
の
次
で
あ
る
。
も
て
な
す
立
場
で
、

い
か
に
お
い
し
い
お
茶
を
入
れ
る
か
と

い
う
心
配
り
が
最
も
大
切
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
中
期
、中
国
の
明
の
時
代
、

中
国
の
僧
「
隠
元
禅
師
」
が
日
本
に
も

た
ら
し
、
文
人
墨
客
た
ち
に
よ
り
、
自

由
を
求
め
お
茶
を
味
わ
い
楽
し
み
な
が

ら
諸
道
具
を
観
賞
し
、
詩
を
読
み
、
画

を
語
り
、
お
茶
と
芸
術
と
が
合
体
し
て

で
き
た
煎
茶
芸
術
か
ら
生
ま
れ
た
茶
道

で
あ
る
。

　

全
日
本
煎
茶
道
連
盟
は
34
流
派
あ

り
、
事
務
局
は
宇
治
の
黄
檗
山
万
福
寺

（
中
国
の
僧
「
隠
元
禅
師
」
開
祖
）
に

あ
る
。
そ
の
流
派
の
一
つ
で
あ
る
煎
茶

道
方
円
流
は
、
京
都
に
家
元
（
水
口
豊

園
）が
あ
り
全
国
に
8
部
会
と
28
支
部
、

本
部
事
務
局
と
海
外
事
業
部
と
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。

　

平
成
3
年
、
豊
科
公
民
館
で
煎
茶
道

講
座
が
開
か
れ
た
。
講
師
は
、
煎
茶
道

方
円
流
家
元
総
師
範
の
近
藤
順
園
先
生

で
あ
る
。
方
円
流
煎
茶
道
の
心
「
水
は

方
円
の
器
に
従
う
」
と
い
う
言
葉
に
あ

や
か
る
様
に
、
ま
た
、
行
い
は
正
し
く

（
方
）
心
は
丸
く
（
円
）
を
平
常
の
心

に
生
か
せ
る
よ
う
に
と
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
6
年
前
に
も
同
講

座
を
豊
科
公
民
館
で
開
催
し
、
そ
の
参

加
者
が
月
2
回
豊
科
公
民
館
で
活
動
し

て
い
る
。毎
年
豊
科
地
域
文
化
祭
の「
一

般
展
示
・
盆
栽
展
・
芸
能
発
表
」
の
際

豊
科
公
民
館
大
ホ
ー
ル
ホ
ワ
イ
エ
で
茶

席
を
開
き
来
場
者
に
お
茶
を
振
る
舞

う
。

　

私
た
ち
の
活
動
は
、
煎
茶
を
は
じ
め

夏
に
は
冷
た
い
玉
露
を
、
寒
い
季
節
に

は
熱
々
の
番
茶
に
漬
物
を
添
え
て
、
時

に
は
紅
茶
を
と
季
節
に
応
じ
た
お
茶
を

楽
し
み
学
ん
で
い
る
。
現
在
会
員
は
24

人
で
、
今
ま
で
に
9
人
の
師
範
が
誕
生

し
て
い
る
。　
　

　

代
表
者　

近
藤　

順
園

　

事
務
局　

小
宮
山　

瑞
園

　
（
72
ー
９
１
９
５
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宏
雲
）

グ
ル
ー
プ
紹
介

煎
茶
道
方
円
流

　

元
来
は
中
学
校
の
理
科
の
教
諭
で
、

勤
務
の
傍
ら
「
地
質
学
」
の
研
究
に
没

頭
し
た
。「
地
質
学
は
石
を
探
し
て
歩

き
回
る
よ
う
な
も
の
だ
」
と
言
い
「
道

は
知
ら
な
い
が
川
は
よ
く
知
っ
て
い

る
」と
言
う
。
数
学
志
向
で
あ
っ
た
が
、

大
学
時
代
の
先
輩
の
薫
陶
で
自
然
科
学

に
の
め
り
こ
ん
で
い
っ
た
。

　

教
員
時
代
、
夏
休
み
等
を
利
用
し
た

信
濃
教
育
会
の
臨
時
講
習
で
長
野
県
中

を
研
究
仲
間
と
歩
き
回
っ
た
。
そ
の
成

果
と
し
て
昭
和
59
年
（
１
９
８
４
）
～

平
成
2
年
「
松
本
盆
地
の
お
い
た
ち
を

さ
ぐ
る
」
の
題
名
で
教
育
会
の
編
集
に

よ
る
教
育
用
の
教
本
を
作
成
し
た
。

　

定
年
後
、
当
時
の
三
郷
村
教
育
委
員

会
に
在
職
し
て
年
4
回
の
講
座
を
開
設

し
、
拾
ケ
堰
歩
き
等
を
実
施
し
て
現
在

に
繋
が
る
「
ふ
る
さ
と
講
座
」
の
も
と

を
築
い
た
。
ま
た
「
科
学
探
検
隊
」
と

し
て
子
ど
も
の
活
動
拠
点
を
作
り
、
現

在
も
続
く
「
凧
ク
ラ
ブ
」
を
結
成
し
た
。

　

現
在
は
「
ふ
る
さ
と
講
座
」
の
講
師

と
し
て
「
三
郷
・
黒
沢
川
の
ビ
オ
ト
ー

プ
探
検
」「
栂
池
の
地
質
や
姫
川
の
川

真
珠
貝
の
生
息
」
等
の
講
座
に
同
行
す

る
と
と
も
に
、
か
つ
て
初
期
の
発
掘
に

10
年
ほ
ど
参
加
し
て
携
わ
っ
て
い
た
と

い
う
「
野
尻
湖
の
ナ
ウ
マ
ン
ゾ
ウ
の
化

石
」
を
め
ぐ
る
講
座
に
も
随
行
す
る
。

　

安
曇
野
市
誕
生
直
前
の
平
成
8
年
～

16
年
、「
三
郷
村
誌
Ⅱ
」
の
刊
行
に
む

け
て
「
三
郷
村
誌
編
さ
ん
委
員
会
」
事

務
局
業
務
に
従
事
し
、
自
然
部
会
の
副

委
員
長
と
し
て
編
集
に
関
わ
り
執
筆
も

し
た
。

　

傍
ら
に
地
質
学
雑
誌
の
5
月
号
が
置

か
れ
て
い
て
「
あ
ま
り
有
名
で
は
な
い

が
」
と
前
置
き
し
「
日
本
の
国
石
が
決

め
ら
れ
た
際
、
俗
説
で
は
水
晶
と
さ
れ

て
い
た
が
、
平
成
28
年
に
日
本
鉱
物
化

学
会
が
翡
翠
に
選
定
し
た
」「
日
本
は

沈
み
込
み
帯
に
あ
り
翡
翠
が
出
来
る
の

だ
」
と
話
し
た
。

　
「
地
形
を
見
る
の
は
海
外
に
限
る
。

１
年
に
１
回
は
行
く
」「
地
質
学
は
イ

ギ
リ
ス
で
発
展
し
産
業
革
命
に
も
影
響

を
及
ぼ
し
た
。
ま
た
日
本
に
な
い
地
質

や
化
石
が
あ
る
」
と
言
う
。
85
歳
に
な

り
後
進
に
道
を
譲
り
た
い
と
言
う
が
、

ま
す
ま
す
探
求
心
旺
盛
、
意
気
軒
高
で

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
山
路
）

私
は
一
生
懸
命

地
質
学
研
究
者
　

　
木
船
　
清
さ
ん
（
三
郷
）
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堀
金
公
民
館

は
5
月
20
日

「
拾じ

っ
か
せ
ぎ

ケ
堰
フ
ッ
ト

パ
ス
」（
地
域
の

風
土
を
楽
し
み
な

が
ら
歩
く
小
道
）

を
開
催
し
、
23
人

が
参
加
し
た
。
講

師
を
務
め
た
山
田

賢
一
さ
ん
（
堀
金

公
民
館
長
）
は
、
自
ら
が「
拾
ケ
堰
土

地
改
良
区
」
に
関
わ
り
が
あ
り
、
そ
の

経
験
か
ら
歴
史
や
実
態
を
説
明
し
た
。

　

松
本
市
島
内
の
取
水
口
、
拾
ケ
堰
頭

首
工
（
奈
良
井
川
）
ま
で
バ
ス
で
移
動

し
、
8
時
30
分
頃
、
約
9
㌔
の
行
程
を

ス
タ
ー
ト
し
た
。
梓
川
サ
イ
フ
ォ
ン
を

通
り
豊
科
南
部
総
合
公
園
、
じ
て
ん
し

ゃ
ひ
ろ
ば
（
三
郷
）
を
通
り
抜
け
て
11

時
頃
、
堀
金
公
民
館
へ
到
着
し
た
。
後

は
バ
ス
で
拾
ケ
堰
放
水
口
（
烏
川
）
ま

で
往
復
し
て
全
日
程
を
終
え
た
。

　

拾
ケ
堰
の
沿
道
が
安
曇
野
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
の
コ
ー
ス
の
一
部
と
な
っ
て
い

る
た
め
か
、
整
備
さ
れ
た
自
転
車
道
や

歩
道
を
行
き
交
う
人
の
数
が
多
い
。「
拾

ケ
堰
」
は
平
成
28
年
に
開
削
２
０
０
年

を
迎
え
、
11
月
に

は
「
世
界
か
ん
が

い
施
設
遺
産
」
に

登
録
さ
れ
た
。

（
東
山
路
）

ビ
ー
ツ
を
用
い
紅
色
の
ス
ー
プ
が
目
に

も
鮮
や
か
で
あ
っ
た
。

　

料
理
教
室
は
3

回
目
の
参
加
と
い

う
穂
高
在
住
の
中

島
悦
男
さ
ん
は

「
普
段
料
理
は
し

な
い
け
れ
ど
、
他

の
人
と
協
力
す
る

と
作
れ
る
」
と
感

想
を
語
っ
た
。

工
事
完
了
式
が
行
わ
れ
た
。

　

豊
科
公
民
館
は
、
利
用
率
も
高
く
待

望
の
駐
車
場
完
成
で
あ
る
。
特
に
公
民

館
大
ホ
ー
ル
は
、
７
０
０
人
収
容
可
能

で
あ
る
た
め
、
従
来
か
ら
あ
る
駐
車
場

を
合
わ
せ
て
２
６
０
台
駐
車
可
能
と
な

り
改
善
さ
れ
利
便
が
高
ま
っ
た
。

　

こ
の
駐
車
場
は
、
豊
科
公
民
館
駐
車

場
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
近
隣
商
店
街

の
活
性
化
な
ら
び
に
災
害
時
の
避
難
場

所
と
し
て
の
役
割
も
併
せ
持
つ
多
機
能

駐
車
場
で
あ
る
。

の
庵
谷
寛
さ
ん
（
ア

ス
テ
ッ
プ
信
州
）は
、

よ
り
良
い
終
い
方
を

す
る
た
め
に
「
鉛
筆

で
何
度
も
書
き
直
し

を
」
と
エ
ン
デ
ィ
ン

グ
ノ
ー
ト
を
紹
介
。

　

講
座
終
了
後
、
昼

食
を
食
べ
な
が
ら
参

加
者
の
皆
さ
ん
で
歓

談
を
楽
し
ん
だ
。

　

5
月
16
日
、
穂
高
公
民
館
は
「
世
界

を
巡
る
料
理
教
室
」
の
初
回
、「
ロ
シ

ア
編
」
を
開
催
し
た
。
講
師
は
安
井
邦

夫
さ
ん
（
明
科
公
民
館
長
）
で
、
23
人

が
参
加
し
た
。

　

ピ
ロ
シ
キ
は
生
地
に
ラ
ー
ド
と
水
あ

め
を
用
い
、
ふ
ん
わ
り
モ
チ
モ
チ
に
仕

上
が
っ
た
。
煮
込
み
料
理
ボ
ル
シ
チ
は

　

5
月
1
日
、
豊

科
公
民
館
駐
車
場

が
オ
ー
プ
ン
し

た
。
一
般
用
駐
車

ス
ペ
ー
ス
１
４
０

台
、
障
が
い
者
等

用
駐
車
ス
ペ
ー
ス

6
台
で
あ
る
。
オ

ー
プ
ン
に
先
立
ち

　

5
月
25
日
、
明
科
の
長
峰
荘
で
昼
食

付
き
の
公
民
館
講
座
「
人
生
の
終
い
方

講
座
」
が
行
わ
れ
、24
人
が
参
加
し
た
。

　

講
師
の
小
笠
原
教
明
さ
ん
（
明
科
図

書
館
長
）
は
、
実
母
を
弟
妹
と
3
人
で

遠
距
離
介
護
。
写
真
を
使
っ
て
会
話
す

る
こ
と
で
、
認
知
機
能
回
復
と
心
豊
か

な
看
取
り
を
実
践
。
も
う
１
人
の
講
師

　

三
郷
公
民
館
は
5
月
4
日
か
ら
25
日

ま
で
4
回
に
わ
た
り
、
木
曜
日
の
夜
7

時
30
分
か
ら
ポ
ー
ル
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教

室
を
開
催
し
、
各
回
と
も
数
人
が
参
加

し
た
。
三
郷
文
化
公
園
グ
ラ
ン
ド
の
照

明
に
映
え
る
ユ
リ
ノ
キ
並
木
の
外
周

で
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
松
田
久
雄

さ
ん
の
指
導
に
よ
り
、
ポ
ー
ル
を
使
っ

た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
体
験
し
た
。

　
「
ポ
ー
ル
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
は
ス
キ

ー
の
ス
ト
ッ
ク
に
似
た
2
本
の
ポ
ー
ル

を
使
っ
て
歩
く
こ
と
で
、
上
半
身
を
使

っ
た
全
身
運
動
と
な
り
運
動
量
が
30
％

ほ
ど
増
加
す
る
。
さ
ら
に
身
体
の
ゆ
が

み
を
解
消
し
筋
力
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
、

腰
痛
や
膝
痛
の
予
防
に
な
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。「
歩
く
こ
と
は
健
康
に
良

い
」
と
言
う
概
念
が
日
常
生
活
に
浸
透

し
て
い
る
が
、
参

加
者
は
夜
風
を
切

っ
て
颯
爽
と
「
ポ

ー
ル
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
」
を
楽
し
ん
で

い
た
。（

東
山
路
）

世
界
を
巡
る
料
理
教
室

ロ　

シ　

ア　

編

豊
科
公
民
館
駐
車
場

オ
ー
プ
ン

人
生
の
終
い
方
講
座

ポ
ー
ル
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

ふ
る
さ
と
常
念
の
里
講
座下鳥羽新切橋から常念を望む

欅
　

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
、
フ
ジ
、
ヤ

マ
ボ
ウ
シ
と
花
の
リ
レ
ー
。

新
緑
が
深
緑
と
な
る
美
し
い
こ
の
時

期
。
梅
雨
入
り
で
雨
に
濡
れ
た
緑
も

ま
た
趣
が
あ
る
。
季
節
の
移
り
変
わ

り
を
楽
し
み
た
い
。　
　
（
Ｋ
・
Ｔ
）


